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和歌 田辺湾の湾口 る 臨海実験所
Adris tyrannusの趨が，一定の季節になると，バラバラになって打ち上がることがある（久保田， 2009ラ
2013ラ 2014ラ 2015) 0 今回， 2016年11月 25日，少数個体のアケビコノハの麹の漂着が今年初めて見られ
た。 その内の1個体は上下の趨がかろうじて 連結していた（図1）。
2015年は大量漂着（少なくとも 268個体が12月 初旬まで数 度の不 連続漂着）があったがラその2回目


































久保田 信. 2009.アケビコノハ（ヤガ科）複数個体が2008 年l1-12 月に和歌山県田辺湾の浜辺へ
KINOKUNI, (75): 5. 
信. 20日アケビコノハ（ヤガ科）の多数個体が20013 年秋に和歌山県白浜町に所在する京









KINOKUNI, (89): 11-13. 
和歌山県西牟婁郡白浜町459京都大学フィールド科学教育研究センタ一瀬戸臨海実験所）
A斗＆つ山
干649-2211しん（くぽた
